
肺血栓塞栓症予防法選択における
閉塞性動脈硬化症患者様への
リスクレベル判定指針を作成して

社会福祉法人函館厚生院 函館中央病院

医療安全管理室 鈴木祥子



当院の概要

 病床数 527床
 〔一般512床〕〔ICU6床〕〔NICU9床〕〔MFICU3床〕〔透析15床〕

 診療科 19科
 看護体制 7対1〔H19.6.1より〕

 平均在院日数 14.6日〔H22.10月現在〕

 病床稼働率 86.2％〔H22.10月現在〕

 手術件数 4,519件〔平成21年実績〕

Hakodate Central General Hospital2



背景と目的

 背景

当院では周手術期の肺血栓塞栓症予防のため、静脈血
栓塞栓症予防ガイドラインを参考にリスクレベル判定・予
防法の選択を実施してきた。

平成22年5月に閉塞性動脈硬化症（以下ASO）の患者様

の周手術期に弾性ストッキングを着用させ皮膚潰瘍を形
成する事例が発生した。

 目的

リスクレベル判定・予防のため院内ガイドラインの補足を

作成し、再発を防止する
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問題となった事例

 患者：79歳 男性

 既往歴

76歳：左下肢閉塞性動脈硬化症（内服フォロー中）

78歳：糖尿病（インスリンフォロー中）

 経過

腹腔鏡下右半結腸切除・ダグラス窩腫瘍摘出術施行時

（所要時間6時間）、弾性ストッキングを着用させた。

手術翌日に患者から左下肢痛の訴えあり、ストッキング

上からも発赤が認められ、治療を開始した。

Hakodate Central General Hospital4



患者様が痛みを訴えた時の写真
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取り組みの内容

GRMミーティング

各科の医師が一定の基準
で判定ができるような指針

心臓血管外科医師

ＡＢＩ検査結果0.9以下は
診察し予防法を助言

皮膚排泄認定看護師

ストッキング使用前の確
認事項を明確化した

ストッキングコンダクター

使用時の注意事項の確認

医療安全管理室
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リスクレベル判定シートと追加項目
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ABI実施件数と手術件数
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効果・結果

 術前ABI検査を実施することによって潜在的
ASOの発見につながる症例を発見できた。

 ABI検査を活用したリスクレベル判定によっ

て、安全な肺血栓症予防法を選択できるよう
になった。
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